
第５学年 国語科学習指導案

児 童 男子５名 女子１名 計６名 
指導者 土 谷 孝 則

１

２

本単元における「読むこと」の指導内容

○必要な情報を得るために、効果的な読み方を工夫すること（オ）
単元名 目的に応じた伝え方を考えよう

教材名 「ニュース番組作りの現場から」「工夫して発信しよう」

単元について

⑴ 児童の実態

子どもたちは、前学年までの説明的文章において「段落」や簡単な「文章の構成」について学習してきた。

段落ごとに内容をとらえ、それをつなげたり比べたりすることを通して、文章の全体構造をつかむことがで

きるようになってきている。1 学期の教材「サクラソウとトラマルハナバチ」では、文章の構成から要旨を
とらえる読み方を知り、筆者の考えに対して自分の考えをもつことができた。それが、「千年の釘にいどむ」

において、内容を把握し、書かれてあることに対して自分なりの考えをもつことにつながった。

一人学びは、学習課題の解決に必要な部分にサイドラインを引く活動を中心に行ってきた。説明的文章の

構成を理解してきたことで、自分の力で読み取りを進めることができるようになってきている。しかし、解

決のための視点を明らかにして読むという意識が低く、まずは、学習課題を正確に把握することが第一であ

る。そこから、読み取りのための着眼点を明確にすることで、一人一人が課題解決のために主体的に取り組

めるようにしたい。また、読み取ったことをノートに構造的にまとめていくことも今後の課題である。

日常活動では、「はじめ」「なか」「おわり」を意識したスピーチ活動に取り組んでいる。話す場面において

も、自分の考えをよりわかりやすく伝えるための構成を考えさせることがねらいである。「はじめ」「なか」

「おわり」の３つの部分を効果的につなげ、自分の思いをわかりやすく伝えようとする場面の中で、説明的

文章の学習で身につけた文章構成を実践的な形に広げていければよいと考えている。

これらの学習や活動を通して、伝えようとすることを論理的に理解したり、表現したりするための思考力

を伸ばしていきたい。

⑵ 教材について

第５学年及び第６学年の「読むこと」の目標は「目的に応じ、内容や要旨を把握しながら読むことができ

るようにするとともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育てる。」ことである。

説明的文章においては、筆者の述べたい内容や述べ方をとらえ、自分の意見がもてるようにしなければなら

ない。そのためには、中学年までに学習したことを生かして、事実と筆者の意見の読み分けをすることが大

切になるだろう。

本単元では「文章構成をつかみ、要旨をとらえて、ニュース番組がどのように作られるかを知り、伝えた

いことと伝える方法について興味を深める」ことを目標としている。また、伝えたいことを探し、どのよう

に伝えるかを考え、発信する活動を展開する。したがって本単元の指導においては、児童が「発信する」と

いう見通しをもち、自分の活動に役立てられるように文章を読んでいくことが必要になる。「ニュース番組

作りの現場から」に書かれた内容が、その後の「工夫して発信しよう」の活動の際の手引きの役割を果たす

ことになるだろう。

「ニュース番組作りの現場から」は、ニュース番組の特集の作り方についてまとめた文章である。時間に

沿って、報道スタッフの役割や情報収集、編集会議のあり方、伝えたい内容の絞り込み方等がわかりやすく

整理されている。その点で本教材は、番組の作り方に関する情報提供としてだけでなく、時系列に沿って大

事な事柄に注意して読み取る文章としても適している。

⑶ 指導に当たって

本単元では、指導要領「読むこと」の（オ）《必要な情報を得るために、効果的な読み方を工夫する》力を

育成するために、次のことに気をつけて指導していきたい。

① ニュース番組の作り方をとらえるという目的をもたせ、どのような活動が、どんなねらいで行われて

いるのかを、時間進行に沿ってとらえさせる。

② それぞれの段落において、報道スタッフが何のために何をしているかがわかる語句に着目させる。

③ 一人学びにおいては、中学年で身につけた「中心」を押さえる学習を生かして、それぞれの段落の要

点をとらえる活動を展開する。



第６学年 国語科学習指導案

児 童 男子３名 女子１名 計４名 
指導者 土 谷 孝 則

１

２

本単元における「読むこと」の指導内容

○必要な情報を得るために、効果的な読み方を工夫すること（オ）
単元名 筆者の考えを受け止め、自分の考えを伝えよう

教材名 「平和のとりでを築く」「自分の考えを発信しよう」

単元について

⑴ 児童の実態

子どもたちは前学年の説明的文章において、筆者の主張に興味をもって読みながら、自分の意見をもち、

話し合うという学習をしてきた。書かれている内容を事実と意見に読み分け、文章の内容を的確に押さえな

がら要旨をとらえることができるようになってきている。1 学期の教材「生き物はつながりの中に」では、
前学年での説明的文章の学習で身につけた力を定着させつつ、筆者の考えに対して自分の意見を表明する学

習に取り組んだ。そこでは、意識的にまとめの段落・文に着目することによって、文章の構成や論理の流れ、

叙述の特徴、要旨等がより有効に理解できることを学んだ。その結果、大事な言葉を落とさずに、教材文を

要約することができた。

一人学びは、学習課題の解決に必要な部分にサイドラインを引く活動を中心に行っている。どの児童も、

大体できているととらえているが、課題に対して明確な答えをまとめるには、もう少し吟味が必要である。

サイドラインを引いた部分がそれぞれどのようにかかわっているか、要点や要旨にどのようにつながってい

くか、重要語句に着目させながら、文章全体における位置づけまで論理的に考えさせたいところである。

日常活動では、新聞記事の内容に対する意見の発表に取り組んでいる。記事が読者に伝えたいことの中心

をとらえ、それについての自分の考えを持つことがねらいである。「わかったこと」と「考えたこと」を区

別して書き、友達に自分の考えを紹介している。自分本位の読み方で、記事の要旨と離れてしまうこともあ

ったが、少しずつ話題を明確にした発表ができるようになってきている。説明的文章の学習で身につけた意

見の述べ方を実践的な形に広げていければよいと考えている。

これらの学習や活動を通して、伝えようとすることを論理的に理解したり、表現したりするための思考力

を伸ばしていきたい。

⑵ 教材について

第５学年及び第６学年の「読むこと」の目標は「目的に応じ、内容や要旨を把握しながら読むことができ

るようにするとともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育てる。」ことである。

目的に沿った読みを展開するためには、叙述に即して内容を正確にとらえることはもちろん、情報収集の視

点の持ち方や目的に応じた読み方が身についていなければならない。そのためには、必要な情報が示されて

いる部分を重点的に読んだり、筆者の述べ方から要旨をつかんだりする学習が展開されなければならない。

本単元では「筆者が用いている言葉や文章の構成から、『平和』についての筆者の訴えを読み取る」ことを

目標としている。それをもとに、「平和」について調べたり話し合ったりすることを通して、さらに自分の

考えを深めていく活動を展開する。したがって教材文を読む際には、筆者の述べ方をとらえる方法として、

文章構成と語句の用い方に着目させ、筆者が訴えようとしていることを、自分なりの言葉で解釈できるよう

にすることが重要である。

「平和のとりでを築く」は、原子爆弾によって傷だらけとなった「物産陳列館」が、多くの人々の平和を

願う心によって、世界遺産「原爆ドーム」となった経緯を述べた文章である。日本人としてぜひ知っておき

たい史実と、それが世界の遺産となった意味についての筆者の考えを丁寧に読み取っていき、これからの社

会のあり方は自分たち自身の問題でもあるという視点から、「平和」について考えさせたい。

⑶ 指導に当たって

本単元は、指導要領「読むこと」の（オ）《必要な情報を得るために、効果的な読み方を工夫する》力を

育成するために、次のことに気をつけて指導していきたい。

① 筆者の訴えを的確にとらえるための方法として、筆者の述べ方を読み取る指導を取り入れる。

② 筆者の考えが示されている語句をとらえさせ、それを用いている意図を考えさせる。

③ 一人学びにおいては、文章構成を手がかりにして書かれてある内容を大きく読み、要点をとらえた

り、書き込みを通して筆者の考えを具体的に受け止めたりする活動を展開する。



３ 単元の目標及び指導計画 《単元の評価規準》

第５学年 目的に応じた伝え方を考えよう

①「ニュース番組作りの現場から」（７時間） ②「工夫して発信しよう」（８時間）

《単元の目標》

【国語への関心・意欲・態度】

・ 自分が必要とする情報をすすんで読み取ろうとする。①

・ ニュースをさがして伝えることに関心をもち、伝え方や内容を工夫しようとする。②

【話す・聞くこと】

○ 自分の伝えたいことや意図が伝わるように、話の組み立てを工夫しながら、適切な言葉遣いで話すことがで

きる。②

【書くこと】

◎ 集めた材料を、目的に合わせて整理し、加工して伝えることができる。②

【読むこと】

◎ 自分たちが番組を作るために必要な事柄を時間の順序にしたがって段階ごとに読み取ることができる。①

【言語についての知識・理解・技能】

○ 文章にはいろいろな構成があることを知り、その構成の工夫を考えることができる。①

《単元の指導計画と評価規準》

評価規準 評 価 規 準 評 価
段
階 時

学 習 活 動

☆ 重要語句の取り扱い
一 人 学 び 国語への

関心・意欲・態度
話す・聞く能力 書く能力 読む能力

言語についての知

識・理解・技能
Ｋ Ｙ Ｗ Ｍ Ｎ Ｙ

つ
か
む
１

「ニュース番組作りの現場から」の範読を聞い

て、初めて知ったことや興味をもったことを書

き、感想を交流する。

ニュース番組作りについて、初め

て知ったことや興味をもったこ

とを書く。

教材文の内容から、

初めて知ったことや

興味を持ったことを

ノートに書いてい

る。

教材文の内容から、

疑問や読み深めた

いことを明らかに

している。

新出漢字や語句に

ついて理解してい

る。

２

教材文全体を読み、内容のまとまりで大きく３

つに分ける。

内容のまとまりごとに要点の大

体を押さえながら文章構成をつ

かむ。

これまでの学習を生

かして、文章構成を

考えようとしている

内容のまとまりか

ら、文章構成をとら

えている。

順序に沿った述べ

方に気づき、その構

成の工夫について

理解している。

３

教材文を読む視点を設定する。 ニュース番組作りを始めるにあ

っての問題点を挙げ、教材文を読

む視点をまとめる。

活動を見通し、読み

の視点を明確にしよ

うとしている。

ニュース作りのた

めに、教材文を読む

視点を明確にして

いる。

順序に沿った述べ

方に気づき、その構

成の工夫について

理解している。

４
（
本
時
）

ニュース番組作りの手順を、表に整理する。

☆《会議》《取材》《（２回目の）会議》《さつえ

い》《編集》《放送用原稿》《放送》を使って、

ニュース作りの手順をまとめさせる。

内容のまとまりごとに要点を押

さえ、ニュース番組作りの手順を

まとめる。

放送までの経過に着

目して、ニュース番

組作りの手順を読み

取ろうとしている。

ニュースを伝える

までの手順を理解

している。

順序に沿った述べ

方に気づき、その構

成の工夫について

理解している。

ふ

か

め

る

５

番組作りの各過程で大事なことや気をつける

ことを読んでまとめ、番組作りの努力や願いに

ついて話し合う。

☆《正確さ》《映像》《分かりやすいように》《最

も伝えたかったこと》に着目させ、番組作り

の過程で大事なことを考えさせる。

ニュース番組作りの各過程での

様子をくわしく読む。

いい報道をするため

に、取材のしかたや

放送原稿の書き方に

ついて学ぶことは何

かを考えて読んでい

る。

番組作りのそれぞ

れの過程で大事な

点や気をつけるこ

とを正確に読み取

っている。

順序に沿った述べ

方に気づき、その構

成の工夫について

理解している。

国語への

関心・意欲・態度
話す・聞く能力 書く能力 読む能力

言語についての

知識・理解・技能

・読み取りの視点

に沿って、自分

が必要とする情

報を読み取ろう

としている。①

・ニュースを伝え

ることに関心を

もち、読み取り

で学んだことを

生かそうとして

いる。②

○発信相手に自分

の伝えたいこと

や意図が伝わる

ように、原稿の

構成を工夫し、

適切な言葉遣い

で話している。

②

◎教材文から学ん

だ編集や発信の

方法を生かし、

材料を選んだり

配列を考えた

り、また写真や

図表との関係も

考えたりして、

原稿を書いてい

る。②

◎テレビ放送のニ

ュース番組の

「特集」の作り

方を理解し、段

落ごとに整理し

てまとめてい

る。①

○順序に沿った述

べ方に気づき、

その構成の工夫

について理解し

ている。①



ま

と

め

る

６
・
７

教材文の要旨をとらえ、「わたしの特集」とい

うテーマの企画書を書く。

☆「その中から～作っているのです。」に着目

させ、要旨をとらえさせる。

教材文の要旨をもとに、誰に、ど

んな目的で伝えるかが明らかに

なるように企画書を書く。

目的意識をもって、

企画書を書いてい

る。

読み取ったことを

生かして、それを自

分の身の回りの出

来事や伝えたいと

思う事柄と関連づ

けて、企画書を書い

ている。

要旨を正確にとら

えている。

順序に沿った述べ

方に気づき、その構

成の工夫について

理解している。

８
・
９

前時までの学習と、「工夫して発信しよう」か

ら、情報発信までの手順を確認し、企画会議を

開く。

企画書をもとに企画会議を開き、

情報発信の見通しをもつ。

自分たちの力で情報

を発信していきたい

という願いをもって

いる。

目的に沿った企画

書を書いている。

10

・

11

・

12

・

13

計画にしたがって取材をしたり、教科書ｐ44

「編集して伝える」を参考に、編集したりする。

計画に沿って、取材や編集等を進

め、ニュースを作る。

伝えたいことが明確

に伝わるように、計

画にしたがって取材

したり、編集したり

している。

・目的に応じて、必

要な材料を集め

ている。

・教材文から学んだ

編集や発信の方

法を生かし、原稿

を書いている。

伝えたい内容がよ

りわかりやすくな

るように、構成を工

夫している。

14

情報を発信し、発信側の意図と受信側の感想を

交流する会を開く。

自分が伝えたいこと

を、相手にわかりや

すく伝えようとして

いる。

自分の伝えたいこ

とや意図が伝わる

ように、話の組み立

てを工夫しながら、

適切な言葉遣いで

話している。

広

げ

る

15

自己評価したものをもとに情報の発信や受信

について話し合う。

活動を振り返り、情報の発信、受

信について自分の考えをまとめ

る。

情報の発信と受信に

ついて考えを深めて

いる。

学習したことを踏

まえ、自分の考えを

明確にして書いて

いる。



３ 単元の目標及び指導計画 評価規準 《単元の評価規準》

第６学年 筆者の考えを受け止め、自分の考えを伝えよう

①「平和のとりでを築く」（６時間） ②「自分の考えを発信しよう」（９時間）

《単元の目標》

【国語への関心・意欲・態度】

・ 筆者の訴えを受けて自分なりの考えをもち、「平和」について関心を持って読もうとする。①

・ 「平和」について考えを深めるために、話し合ったり、書いたりしようとする。②

【書くこと】

◎ 事実と意見を区別して書いたり、対立する意見を取り上げて反論を述べたりすることができる。②

【読むこと】

◎ 筆者が用いている言葉や文章の構成から、「平和」についての筆者の訴えを読み取ることができる。①

【言語についての知識・理解・技能】

○ 文章にはいろいろな構成があることを知り、その意図や効果を考えることができる。①②

《単元の指導計画と評価規準》

評価規準 評 価 規 準 評 価段
階 時
間

学 習 活 動

☆ 重要語句の取り扱い
一 人 学 び 国語への

関心・意欲・態度
書く能力 読む能力

言語についての

知識・理解・技能
Ｙ Ｋ Ｍ Ｋ

つ
か
む
１

単元の流れを見通した上で教材文を読み、

読みの課題を共通認識する。

☆《わたしは、～思わずにはいられなかっ

た。》に着目させ、述べられている話題をと

らえさせる。

筆者の思いや訴えに気をつけな

がら、文章構成を考える。

戦争や平和に関して、ニュー

ス番組で視聴したり新聞で

読んだりしたことを進んで

発表している。

話題をとらえ、文章全体を内

容のまとまりから４つに分け

ている。

新出漢字や語句について理解

している。

２

原爆ドームがたどってきた歴史を読み取

る。

☆《物産陳列館》《多くの市民に親しまれて

いた。》《原子爆弾投下》《「原爆ドーム永

久保存」》に着目させ、原爆ドームがたど

ってきた歴史をとらえさせる。

時間に経過に沿って、原爆ドーム

がどんな歴史をたどってきたか、

ノートにまとめる。

原爆ドームがたどってきた

歴史を、時間の流れの中でと

らえようとしている。

具体的事例についての事実や

時間の流れを押さえ、原爆ド

ームがたどってきた歴史を読

み取っている。

文章構成に着目し、読み取り

に必要な部分を選んでいる。

３

原爆ドームが世界遺産に登録されるまでの

筆者の思いを読み取る。

☆《世界遺産》《決定の知らせが～感じたの

だった。》に着目させ、筆者の思いを読み

取らせる。

原爆ドームが世界遺産に登録さ

れる過程で、筆者の思いがどのよ

うに変化したか、ノートにまとめ

る。

筆者の思いがどのように変

化したか読み取ろうとして

いる。

具体的事例についての事実や

時間の流れを押さえ、原爆ド

ームが世界遺産に登録される

までの筆者の思いを読み取っ

ている。

文章構成に着目し、読み取り

に必要な部分を選んでいる。

ふ

か

め

る

４

要旨をとらえ、文章構成の工夫について考

える。

☆《人の心》《平和のとりでを築く》《世界

遺産》に着目させ、筆者の訴えが示され

ている部分を読み取らせる。

筆者が最も訴えたいことは何な

のか、根拠を明らかにして示す。

自分が読み取ったことを、根

拠を明らかにして示そうと

している。

筆者が最も訴えたいことを、

根拠を明らかに示している。

文章構成の工夫に気づき、筆

者がなぜこのような文章構成

を用いたのか考えている。

５
（
本
時
）

読みを確かめるための視点に沿って書き込

みをし、筆者の訴えたいことを自分なりの

言葉で書きまとめる。

筆者の思いが強く感じられる部

分にサイドラインを引き、筆者が

読者に訴えようとしていること

をまとめる。

筆者の訴えたいことを読み

深めようとしている。

読みを確かめる視点に沿っ

て、筆者の訴えたいことを読

み深めている。

筆者の訴えを示すために意図

して用いられている言葉があ

ることに気づいている。

ま

と

め

る ６
筆者の伝えたいことに対して、自分の考え

をまとめる。

筆者の考えを受けて、自分が戦争

や平和について考えたことをま

とめる。

自分が考えたことを、事例を

挙げるなどしてわかりやす

く伝えようとしている。

筆者の考えを踏まえた上で、

自分の考えを明らかにしてい

る。

国語への

関心・意欲・態度
書く能力 読む能力

言語についての

知識・理解・技能

・「平和」についての自

分の考えを深めよう

と、関心を持って読ん

でいる。①

・自分の考えと他者の考

えを照らし合わせな

がら「平和」について

考えを深めようとし

ている。②

◎根拠となる事実をも

とにして意見を書い

たり、意見の違いを明

確にして自分の考え

を述べたりしている。

②

◎筆者の用いている言

葉や文章構成から、筆

者の考えを自分なり

の言葉でまとめ、自分

はどのように考える

かを明確にしながら

読んでいる。①

○教材文の文章構成か

ら、自分の考えを伝え

るためにはいろいろ

な構成があることを

知り、その意図や効果

を考えている。①②



７

発信する目的と相手、課題、方法を決める。 話し合いを受けて、戦争や平和に

ついて自分が調べることを明ら

かにする。

「平和のとりでを築く」の内

容を意識しながら、「平和」

について読んだり、話し合っ

たり、書いたりしようとして

いる。

自分が調べることを明らかに

し、活動の見通しを持ってい

る。

８

・

９

・

10

・

11

現在の時点で考えていることを「仮の要旨」

としてまとめ、それに説得力をもたせる材

料を集める。

必要な本を読み、自分の考えを深

める。

自分の考えを深めるために

必要な本を読もうとしてい

る。

自分の要旨に説得力を持たせ

るために必要な材料を集めて

いる。

わかりやすく伝えるための構

成を工夫している。

12

集めた材料から、自分の考えを書きまとめ

るためのメモを作る。

自分の考えを深めたり、わかりや

すくしたりするためのメモを作

る。

自分の考えを深めるために

必要なメモを整理している。

集めた材料の中から必要なも

のを選択し、自分の意見が伝

わるように組み立てを考えて

いる。

わかりやすく伝えるための構

成を工夫している。

広
げ
る

13

・

14

メモをもとに自分の考えを書きまとめる。 自分の考えを書きまとめる。 相手にわかりやすく伝わる

ように、自分の考えを書きま

とめようとしている。

具体的事例と意見、反対意見

とそれに対する反論などを、

読み手にわかるように書き分

けている。

わかりやすく伝えるための構

成を工夫している。

振
り
返
る
15

この単元での学習を振り返る。 評価の視点に沿って、自分の

学習を振り返ろうとしてい

る。



４

教
材
分
析
表

第
五
学
年

単

元

名

目
的
に
応
じ
た
伝
え
方
を
考
え
よ
う

教

材

名

「
ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
現
場
か
ら
」

筆
者

清
水

建
宇

指
導
内
容

◎

必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
、
効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫
す
る
。（
読

オ
）

指
導
目
標

関

自
分
が
必
要
と
す
る
情
報
を
す
す
ん
で
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。

読

自
分
た
ち
が
番
組
を
作
る
た
め
に
必
要
な
事
柄
を
時
間
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
段
階
ご
と
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

言

文
章
に
は
い
ろ
い
ろ
な
構
成
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
構
成
の
工
夫
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

文章構成図 Ⅲ まとめ Ⅱ 問 題 解 決 Ⅰ 話題提示 要
旨

制作者の願い ニュース番組ができるまで ニュース番組作りの過程を見てみよう

意
味
段
落

⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 形
式
段
落

お
ど
ろ
き
、
疑
問
、
取
材
、
答
え
、
伝
え
た
い
こ
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
さ
つ
え
い
、
材
料

⑴

デ
ス
ク
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
三
人
で
会
議

・

な
ぜ
富
士
山
の
噴
火
に
備
え
た
訓
練
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
か
。

・

な
ぜ
訓
練
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。・
・
・
・
・
・
・
・
こ
の
二
つ
の
疑
問
を
中
心
に
取
材

⑵

取
材
開
始

・

地
元
の
観
光
業
者
に
問
い
合
わ
せ

・

富
士
山
の
噴
火
に
関
す
る
資
料
集
め

取
材
で
わ
か
っ
た
こ
と

○
な
ぜ
富
士
山
の
噴
火
に
備
え
た
訓
練
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
か
。

・
住
民
の
間
に
、
あ
ま
り
危
機
感
が
な
か
っ
た
。

・
観
光
客
に
不
安
を
与
え
て
し
ま
う
た
め
、
噴
火
に
備
え
た
訓
練
に
は
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。

・
こ
の
よ
う
な
住
民
感
情
か
ら
、
県
も
防
災
訓
練
の
実
施
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
。

○
訓
練
を
し
よ
う
と
し
た
理
由

・
富
士
山
が
現
在
も
活
動
中
の
火
山
で
あ
る
こ
と
を
、
住
民
が
改
め
て
知
っ
た
。

・
有
珠
山
の
噴
火
か
ら
、
訓
練
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

⑶

ス
タ
ッ
フ
の
会
議

・

ど
う
い
う
内
容
を
中
心
に
伝
え
る
か

・

ビ
デ
オ
映
像
～
誰
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
か
、
ど
こ
で
さ
つ
え
い
す
る
か
。

⑷

撮
影
開
始

・

映
像
も
大
き
な
役
割

・
画
面
の
ど
こ
か
に
富
士
山
が
移
る
よ
う
に

・
避
難
訓
練
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
参
加

⑸

編
集

⑹

放
送
原
稿
の
作
成

○
文
章
の
書
き
方
の
工
夫
・
・
・
・
結
論
↓
理
由
、
一
文
は
短
く
、

主
語
と
述
語
の
間
を
空
け
な
い
、
地
図
や
表

⑺

放
送「
噴
火
に
つ
な
が
る
よ
う
な
現
象
は
、
～
い
ち
ば
ん
の
防
災
で
す
。」

取
材
を
重
ね
て
き
て
最
も
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

ニ
ュ
ー
ス
・
・
・
大
勢
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
出
来
事

○

事
件
や
災
害
、
政
治
や
経
済
の
動
き
、
ス
ポ
ー
ツ
、
気
象
情
報

○

多
く
の
人
が
関
心
を
も
ち
そ
う
な
話
題

○

関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
話
題

教

材

分

析

・
い
る
の
で
す
。

・
～
し
ま
し
た
。

・
さ
っ
そ
く

・
放
送
の
十
六
日
前

・
放
送
の
八
日
前

・
放
送
の
二
日
前

・
同
時
に

・
い
よ
い
よ

・
～
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

手
が
か
り
に
な
る
語
句

・
そ
の
中
か
ら
～
ニ
ュ
ー

ス
番
組
を
作
っ
て
い
る

の
で
す
。

・
そ
し
て
、
～
伝
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

・
会
議

・
取
材

・
問
い
合
わ
せ
た
り

・
資
料
を
集
め
た
り

・
正
確
さ

・
会
議

・
ビ
デ
オ
映
像

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
撮
影

・
映
像

・
編
集

・
放
送
用
原
稿

・
放
送

・
取
材
を
重
ね
て
き
て
最

も
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

・
過
程
重
要
語
句

番
組
作
り
の
出
発
点
は
、
番
組
作
り
を
行
う
人
、
つ
ま
り
伝
え
た
い
と
考
え
た
人
が
驚
き
や
疑
問
を
抱
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
驚
き
や
疑
問
を
的
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
綿
密
な

取
材
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
取
材
を
通
し
て
見
え
て
き
た
答
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
編
集
を
し
、
伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。そ
し
て
制
作
者
は
、
ど
の
過
程
に
お
い
て
も
「
伝
え
た
い
」「
分
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
持
続
し
、
そ
れ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。

３

２

１

特
集

あ
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
で
、
防
災
訓
練
が
特
集
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
ま
で
の
過
程
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

富
士
山
の
噴
火
に
備
え
た

初
め
て
の
訓
練

・
お
ど
ろ
き

・
多
く
の
人
の
関
心
を
呼
ぶ
話
題

特
集
と
し
て

伝
え
る
こ
と
に

最
も
大
切
な
の
は
正
確
さ

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
訓
練
が
な
ぜ
実
現
し
た
か
、
訓
練
に

参
加
し
た
住
民
は
ど
う
思
っ
た
か
、
そ
の
答
え
が
わ
か
る
よ
う
に
。

そ
の
中
か
ら
、
見
て
い
る
人
に
知
ら
せ
る
値
打
ち
が
あ
る
と
思
う
こ
と
を
選
び
、
ま
た
知
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。



４

教
材
分
析
表

第
六
学
年

単

元

名

筆
者
の
考
え
を
受
け
止
め
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
よ
う

教

材

名

「
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」

筆
者

大
牟
田

稔

指
導
内
容

◎

必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
に
、
効
果
的
な
読
み
方
を
工
夫
す
る
。（
読

オ
）

指
導
目
標

関

筆
者
の
訴
え
を
受
け
て
自
分
な
り
の
考
え
を
も
ち
、「
平
和
」
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
読
も
う
と
す
る
。

読

筆
者
が
用
い
て
い
る
言
葉
や
文
章
の
構
成
か
ら
、「
平
和
」
に
つ
い
て
の
筆
者
の
訴
え
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

文章構成図 Ⅳ まとめ Ⅲ 説明２ Ⅱ 説明１ Ⅰ 話題提示 要
旨

筆者の訴え 世界遺産への道のり 原爆ドームがたどってきた歴史
原爆ドームへの

筆者の思い

意
味
段
落

⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 形
式
段
落

原
爆
ド
ー
ム
は
、

○

原
子
爆
弾
が
人
間
や
都
市
に
ど
ん
な
惨
害
を
も
た
ら
す
か
を
わ
た
し
た
ち
に
無
言
で
告
げ

て
い
る
。

○

未
来
の
世
界
で
核
兵
器
を
二
度
と
使
っ
て
は
い
け
な
い
、
い
や
、
核
兵
器
は
む
し
ろ
不
必
要

だ
と
、
世
界
の
人
々
に
警
告
す
る
記
念
碑
な
の
で
あ
る
。

原
爆
ド
ー
ム
を
世
界
遺
産
に

※

世
界
遺
産
・
・
・
人
間
の
歴
史
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
文
化
遺
産

地
球
上
に
あ
る
貴
重
な
自
然
遺
産

○例
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
オ
リ
ン
ピ
ア
遺
跡
、
姫
路
城
、
屋
久
島

原
爆
ド
ー
ム
・
・
・
戦
争
の
被
害
を
強
調
す
る
遺
跡

規
模
が
小
さ
い
う
え
、
歴
史
も
浅
い
遺
跡

○
も
と
も
と
は
、
物
産
陳
列
館

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
若
い
建
築
家
が
設
計
し
た
鉄
骨
・
れ
ん
が
造
り
の
三
階
建
て

・
建
物
の
真
ん
中
に
は
、
楕
円
形
の
丸
屋
根
（
ド
ー
ム
）

・
小
さ
い
な
が
ら
ひ
と
き
わ
目
立
つ
建
物

・
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

○
一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
原
子
爆
弾
投
下

・
爆
心
地
に
近
か
っ
た
こ
の
建
物
は
、
た
ち
ま
ち
炎
上

・
れ
ん
が
と
鉄
骨
の
一
部
が
残
っ
た
。

・
丸
屋
根
の
部
分
は
、
支
柱
の
鉄
骨
が
ド
ー
ム
の
形
と
な
っ
た
。

○
原
爆
ド
ー
ム
の
保
存

「
あ
の
痛
々
し
い
産
業
奨
励
館
だ
け
が
、
い
つ
ま
で
も
、
恐
る
べ
き

原
爆
の
こ
と
を
後
世
に
訴
え
か
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
―
。」

・
保
存
を
願
う
手
紙
や
寄
付
↓
補
強
工
事
↓
今
の
形
を
保
っ
て
い
る
。

原
爆
ド
ー
ム

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

教

材

分

析

・
い
や
、
～
む
し
ろ

・
な
の
で
あ
る
。

・
～
な
の
だ
。

・
一
九
九
二
年

・
こ
の
動
き

・
わ
た
し
は
、
～

・
そ
れ
は
、

・
し
か
し

・
も
と
も
と
は
、

・
一
九
一
五
年

・
こ
の
建
物
は

・
ま
た
、

・
一
九
四
五
年

・
こ
の
建
物
は
、

・
一
九
六
〇
年

・
―
（
ダ
ッ
シ
ュ
）

・
こ
の
こ
と

・
そ
の
後

・
わ
た
し
は
、

手
が
か
り
に
な
る
語
句

・
痛
ま
し
い
姿
の
原
爆
ド
ー
ム

・
核
兵
器
は
～
記
念
碑
な
の
で

あ
る
。

・
人
の
心

・
平
和
の
と
り
で
を
築
く

・
世
界
遺
産

・
原
爆
ド
ー
ム
を
世
界
遺
産
に

・
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安

・
心
配
は
無
用

・
決
定
の
知
ら
せ
が
～
感
じ
た

の
だ
っ
た
。

・「
原
爆
ド
ー
ム
」

・
物
産
陳
列
館

・
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
た
。

・
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。

・
建
物
は
、
～
一
部
は
残
っ
た
。

・
保
存
反
対
論

・「
原
爆
ド
ー
ム
永
久
保
存
」

・
原
爆
ド
ー
ム

・
平
和
を
築
き
、
戦
争
を
い
ま

し
め
る
た
め
の
建
造
物

・
わ
た
し
は
、
～
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
。

重
要
語
句

原
爆
ド
ー
ム
は
、
後
世
ま
で
、
そ
れ
を
見
る
世
界
中
の
人
々
の
心
に
、
核
兵
器
の
使
用
禁
止
、
さ
ら
に
は
戦
争
を
許
さ
ず
、
平
和
を
守
っ
て
い
く
強
い
意
志
を
築
く
た
め
の
世
界
の
遺
産

な
の
だ
。

４

３

２

１

わ
た
し
は
、
建
築
さ
れ
て
か
ら
こ
の
日
ま
で
、
こ
の
傷
だ
ら

け
の
建
物
が
た
ど
っ
て
き
た
年
月
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。

原
爆
ド
ー
ム
永
久
保
存

認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

心
配
は
無
用
だ
っ
た

わ
た
し
は
、
世
界
の
人
々
の
、
平
和
を
求
め
る
気
持
ち
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
た
の
だ
っ
た
。

◎

そ
れ
を
見
る
人
の
心
に
平
和
の
と
り
で
を
築
く
た
め
の
世
界
遺
産
な
の
だ
。

原
爆
ド
ー
ム
は
、
も
と
も
と
、
物
産
陳
列
館
と
し
て
建
て
ら
れ
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て

い
た
。
一
九
四
五
年
の
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
、
こ
の
建
物
は
全
焼
し
、
れ
ん
が
と
鉄
骨
の
一
部
を

残
す
だ
け
と
な
っ
た
。「
一
刻
も
早
く
取
り
壊
し
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
意
見
も
出
た
が
、
急
性
白

血
病
で
な
く
な
っ
た
一
少
女
の
日
記
が
き
っ
か
け
で
、
原
爆
ド
ー
ム
は
永
久
保
存
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。



５ 本時の指導 ５ 本時の指導

⑴ 目 標 ⑴ 目 標

□関 放送までの経過に着目して、ニュース番組作りの手順を読み取ろうとする。 □関 読みの視点を明らかにして、筆者の伝えたいことを読み深めようとする。

○読 ニュースを伝えるまでの手順を理解することができる。 ○読 読みを確かめる視点に沿って、筆者の伝えたいことを読み深めることができる。

⑵ 展 開（４／１４） ⑵ 展 開（５／１４）

⑶ 評 価 ⑶ 評価

・指導上の留意点 □関○読評価 学 習 活 動 段階 形態 形態 段階 学 習 活 動 ・指導上の留意点 □関○読評価

・学習する部分は、問題解決の段落であり、「ニ

ュース番組ができるまで」が示されているこ

とを確認する。

・「順序」が大事であることを確認する。

・音読の視点として、「文末表現」に目を向けさ

せる。

・「○○は～、」「～しました。」など、誰が、何

をしているのかに着目すればいいこと、順序

を表す言葉や接続語が手がかりになることに

気づかせる。

１ 前時までの学習を振り返りながら、本時の学

習範囲を確認する。

・第二のまとまり

２ 本時の学習課題を把握する。

３ 音読をする。

４ 一人学びの見通しを持つ。

・報道スタッフがどんな作業をしているか順序

よく読んでいくことを確認する。

・文章構成から、読む必要のある段落を考える。

つ

か

む

12

分

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

つ

か

む

15
分

１ 前時までの学習を振り返りながら、本時の学

習内容を確認する。

・筆者の伝えたいことを読み確かめる。

２ 本時の学習課題を把握する。

３ 読み深めるための視点を明らかにする。

・第四段落の文章から、確かめたいことや疑問

に思うことを挙げ、読み深めるための視点を

もつ。（教科書にサイドラインを引く。）

４ 一人学びの見通しを持つ。

・重要語句や題名などに着目することで、読み

深められることに気づかせる。

・文章全体を読み返し、筆者の訴えを読み深

めていくことを確認する。

・前時までに取り上げた重要語句に着目さ

せ、意味やその言葉が用いられた意図を考

えることで筆者の訴えを読み取らせる。

・⑬段落を視写し、読み深めたことを書き込

んでいくことを確認する。

・⑬段落に、「人の心」という語句が繰り返

し使われていることに気づかせる。

・筆者が「平和のとりでを築く」という題名

にした理由を考えさせる。

□関 自分なりに、読み深めるための視点を明

らかにしようとしている。（発言、教科書）

・重要語句《会議》《取材》《（２回目の）会議》

《さつえい》《編集》《放送用原稿》《放送》を

時間の経過に沿って順序よく整理すること

で、ニュース番組作りの手順をとらえさせる。

□関 放送までの経過に着目して、ニュース番組

作りの手順を読み取ろうとしているか。（観

察、学習プリント）

・「取材」「撮影」「編集」等の語句の意味を確認

することで、ニュース番組の作り方について

の理解を深めさせる。

○読 ニュースを放送するまでの手順を理解でき

たか。（学習プリント、発言）

５ 課題解決のための一人学びをする。

６ 課題解決のために学び合う。

○学び合いの視点

・順序は正しいか。（どの形式段落に書かれ

ているか。）

・語句の意味を理解できているか。（どんな

作業をするのか確認する。）

７ 課題解決のまとめをする。

・ニュース番組作りの手順を整理する。

ふ

か

め

る

31

分

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

ふ

か

め

る

28
分

５ 課題解決のための一人学びをする。

６ 課題解決のために学び合う。

○学び合いの視点

・重要語句や題名に、どのような筆者の考え

が示されているのか。

７ 課題解決のまとめをする。

・学び合いや板書をもとにして、大事な言葉を落

とさないように筆者の考えをまとめる。

・言葉の意味を辞書で確認したり、自分が読

み深めたことをノートに書き込んだりす

る活動を通して、自分なりの読みを明確に

させていく。

・前時にとらえた要旨よりも、わかりやすく

なるようにまとめさせる。

・重要語句《人の心》《平和のとりでを築く》

《世界の遺産》を取り上げ、筆者の平和に

対する願いを感じ取らせたい。

○読 筆者の伝えたいことを読み深めている

か。（ノート）

・ニュース番組作りの手順が理解できたかとい

う視点で、「理解」の観点の評価を取り上げる。

８ 本時の学習を振り返る。

・意欲、表現、理解について、自己評価する。
まとめる

２分

■

■

■

■
まとめる

２分

８ 本時の学習を振り返る。

・意欲、表現、理解について、自己評価する。

・筆者の訴えが読み深められたかという視点

で、「理解」の観点の評価を取り上げる。

具体の評価規準 具体の評価規準
評価規準

十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する児童への手立て
評価規準

十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する児童への手立て

ニュースを伝えるまでの

手順を理解している。

ニュース番組作りの過程

を、それぞれの段階のかか

わりを考えながらとらえ

ている。

ニュース番組作りの手順

を正確にまとめている。

形式段落ごとに作業内容

を押さえさせ、ニュース番

組作りの順序に気づかせ

る。

・読みを確かめる視点に

沿って、筆者の訴えた

いことを読み深めて

いる。

・本時の学習を通して、考

えが深まったことを明ら

かにして、筆者の伝えた

いことをまとめている。

・読み深めた語句を使っ

て、筆者の伝えたいこと

をまとめている。

・題名の「とりで」という

語句にしぼって、その意

味をとらえさせる。

ニュース番組を作る手順を読み取ろう 重要語句に着目して、筆者の訴えを読み深め

よう

・重要語句の意味や役割から、筆者が訴えよ

うとしていることを考える。

・題名から筆者が訴えようとしていることを

考える。

・ニュース番組作りの「作業」をあらわす

語句にサイドラインを引く。

・ニュース番組を作る手順をノートにまと

める。

【ニュース番組ができるまで】

会議（おおまかな内容）→取材→２回目の会議（中心となる内容）→さつえい→

編集→放送用原稿の作成→放送

原爆ドームは、核兵器の使用を禁止し、戦争のない平和な世界を作り上げていくという

強い意志を世界中の人々の心の中に築くための世界の遺産なのである。



⑷ 板書計画

【第５学年】

【第６学年】

《
放
送
十
六
日
前
》

⑴

会
議
（
取
材
す
る
内
容
）

・
・
・
・
・
・
・
③

⑵

取
材

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
④

※
記
事
の
材
料
を
集
め
る

《
放
送
八
日
前
》

⑶

二
回
目
の
会
議
（
中
心
と
な
る
内
容
）・
・
・
⑦

⑷

さ
つ
え
い

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
⑧

※
映
像
を
と
る

《
放
送
二
日
前
》

⑸

編
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
⑨

※
い
ろ
い
ろ
な
材
料
を
整
理
し
て
ま
と
め
る

《
同
時
に
》

⑹

放
送
用
原
稿
の
作
成

・
・
・
・
・
・
・
・
・
⑩

⑺

放
送

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
⑪

ニ
ュ
ー
ス
作
り
の
手
順

読
み
取
り
の
視
点
①

ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
現
場
か
ら

番
組
ス
タ
ッ
フ
が
し
た
こ
と

「
○
○
は
～
」「
～
し
ま
し
た
。」

※
順
序
を
正
し
く

（
時
間
の
経
過
を
表
す
言
葉
）

読
み
取
り
の着
眼
点

ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
作
る
手
順
を
読
み
取
ろ
う

【
ニ
ュ
ー
ス
番
組
が
で
き
る
ま
で
】

会
議
（
取
材
す
る
内
容
）
↓
取
材
↓
２
回
目
の
会
議
（
中
心
と
な
る
内

容
）
↓
さ
つ
え
い
↓
編
集
↓
放
送
用
原
稿
の
作
成
↓
放
送

原
爆
ド
ー
ム
は
、
核
兵
器
の
使
用
を
禁
止
し
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を

作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
強
い
意
志
を
世
界
中
の
人
々
の
心
の
中
に
築
く
た

め
の
世
界
の
遺
産
な
の
で
あ
る
。

筆
者
の
考
え
を
読
み
取
る
に
は
・
・
・

※

重
要
語
句
に
着
目

「
人
の
心
」「
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」

「
世
界
の
遺
産
」

※

題
名
に
着
目

重
要
語
句
に
着
目
し
て
、
筆
者
の
訴
え
を
読
み
深
め
よ
う

⑬

国
連
の
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
は
、

「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

原
爆
ド
ー
ム
は
、
そ
れ
を
見
る
人
の
心
に

平
和
の
と
り
で
を
築
く
た
め
の
世
界
の
遺
産
な
の
だ
。

守
る
た
め
の
も
の

・
利
益
ば
か
り
を
優
先
す
る
心

・
相
手
を
打
ち
負
か
そ
う
と
い
う
心

・
権
力
や
お
金
へ
の
欲
望

一
人
一
人
が
、
平
和
を
願
い
、

戦
争
を
許
さ
な
い
意
志
を
・
・
・

核
兵
器
の
使
用
を
阻
止
す
る
意
志

平
和
を
守
っ
て
い
く
意
志

世
界
の
平
和
の
た
め
に
大
切
な
も
の

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
い
く
も
の

平
和
の
と
り
で
を
築
く




